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（政 令）
O 日 本育英会法施行 令の一部 を 改正す る政令
(219) （平 6. 7. 1 官報号外第125号）
0一般職 の職員 の 勤務時間 ， 休暇に 関す る
法律の施行期 日 を定 め る政令
(250) （平 6. 7. 27 官報第1450号）
0一般職 の職員 の 勤務時間 ， 休暇等 に 関す る
法律の施行 に 伴う関係政令の 整理 に 関す る
政令 （251) （平 6. 7. 27 官報第 1450号 ）
（省 令）
O支出官事務 規程等の一部 を改正す る 省 令
（大蔵71 ) （平 6. 7 .  1 官報号外第125号 ）
O 日 本育英会 が学資 の貸与 を 行 う場合の認定
の基準及 び 方法 に 関 す る 省 令の 一部 を 改正
す る 省 令 （文部30)
（平 6 . 7 .  1 官報号外第 125号 ）
0文部省設置法施行 規則の一部 を改正す る 省 令
（文部29) （平 6 . 7. 1 官報第 1432号）
0大学の設置等 の認可 の申請 手 続等 に関す る
規則の一部 を改正す る 省 令 （同3 2)
（平 6. 7. 20 官報号外第 138号）
（規 則 ）
0人事院 規則 9 - 17 （俸給 の特別調整額）
の 一部 を改正す る 人事院 規則 （人事院 9 - 17 - 48) 
（平 6. 7. 1 官報号外第 125号）
0人事院 規則 9 - 55 （特地勤務 手 当 等） の
一部 を改正す る 人事 院 規則 （同 9 - 55-33 )  
（平 6. 7. 1 官報号外第125号）
0 人事院 規則 8 - 12 （職員 の 任 免） の一部 を
改正す る 人事院 規則 （人事院 8 - 12 - 6 )  
（平 6. 7 .  1 官報第 1432号）
0人事院 規則 9 -30  （特殊勤務 手 当 ） の 一部 を
改正す る 人事院規則 （人事院 規則 9 -30 - 24) 
（平 6 . 7. 2 1  官報第 1446号）
0一般職の 職員 の勤務時間 ， 休暇等 に関す る
法律 （平成 6 年法律第33号） の施行 に 伴う
関係人事院 規則の整備 に関す る 人事院規則
（人事院 規則 1 - 19) 
（平 6. 7. 27 官報号外第 143号）
0職員 の勤務時間 ， 休 日 及 び休暇 （同15- 14)
（平 6. 7. 27 官報号外第 143号）
0非常勤職員 の 勤務時間及 び休暇 （同15- 15)
（平 6 . 7. 27 官報号外第 143号）
0人事院 規則10- 7 （女子職員及 び年 少職員
の健康 ， 安全及 び 福祉） の 一部 を改正す る
人事院 規則 （人事院10- 7 - 2 ) 
（平 6. 7. 29 官報第 1452号 ）
（告 示）
O大学の設置等の認可申請書 そ の 他の書類の
様式及 び提出部数 を定 め る 件 （文部 1 16)
（平 6. 7. 20 官報号外第138号 ）
0学校法人 の 寄附行 為等 の認可申請に 係 る
書類の様式等 を定 め る 件 （同 1 17)
（平 6. 7. 20 官報号外第138号 ）
0 出 納官 吏事務 規程第 16条に 規定す る 外国 貨幣
換算率を定 め る 等 の件の一部を改正す る 件
（大蔵 156) （平 6. 7 .  29 官報第 1452号 ）
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特定の課に， 当該課の所掌事務の うち 一定 範囲の事務を 直接処理す る専門職員を配置 す る こ と に 伴 い， 所要事項
を改め る 。
富山大学事務組織規則の一部を改正す る 規則を次の と お り 制定す る 。
平成 6 年 4 月 1 日
富山大学事務組織規則の一部を改正する規則
富山大学事務組織規則 （昭和39年 1 月 1 日 制定 ） の一部
を次の よ うに改正す る 。
第 16条第 2 項中「特定の分野」 を 「特定分野又は一定 範
囲の分野 」に改 め る 。
富山大学長 小 黒 千 足
附 則
こ の 規則は， 平成 6 年 4 月 1 日 か ら施行す る 。
富山大学事務分掌内 規の 一部改正
ー富山大学事務分掌内規の改正理由…
1 庶 務課及 び、主計課の事務を適正かっ効率的に処理す る た め， 専門職員の事務を整備す る こ と に 伴い ， 所要事項
を改め る 。
2 事務の 効率化を図 る た め， 経理課に専門職員を配置す る こ と に 伴い， 所要事項を改め る 。
3 厚生課に専門職員制を導入 し， 事務の 迅速化， 効率化を図 る た め， 厚生寮務係及 び 奨学係 を 廃止 し ， 専門職員
及び 厚生企画係を置 く こ と に 伴い， 所要事項を改め る 。
4 字句の整備を行う。
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富山大学事務分掌内 規の一部を改正す る 規則を次の と お り 制定す る 。
平成 6 年 4 月 1 日
富山大学事務分掌内規の一部を改正する内規
富山大学事務分掌内 規 （昭和61年 5 月 28日 制定） の 一部
を次の よ う に改正す る 。
第 2 条専門職員の項中 「専門職員」 を 「専門職員 （研究
協力 ・ 法 規担当 ） 」 に改め， 同項中第 5 号を 第 6 号 と し ，
第 4 号の次に次の 1 号を加 える 。
(5）学則そ の 他諸 規則等の制定及び改廃に 係 る 指導 ・ 助
言に関す る こ と 。
第 3 条の 2 専門職員 の項中 「専門職員」 を 「専門職員
（ 自己点検評価担当 ） 」に改め る 。
第 4 条専門職員の項中 「専門職員」 を 「専門職員 （予算
分析担当 ） 」 に改め， 同項第 1 号か ら第 3 号 ま で を 次 の よ
う に改め る 。
(1）組織の 廃止転換， 再編成等に係 る予算要求 に 関 す る
こ と 。
(2 ）予算配分方針の策定に関す る こ と 。
(3）会計法規の解釈に係 る 指導 ・ 助言 に関す る こ と 。
同条司計係の項中第 1 号を次の よう に改め る 。
(1）予算の要求に関す る こ と 。 （専門職員 （予算分析 担
当 ） の分掌事務を 除く。 ）
第 5 条本文中 「 出 納係」 を 「専門職員， 出 納係」 に改め，
同条出 納係の項の前に次の 1 項を加 える 。
専門職員 （ 契約 担 当）
(1）特定調達 契約及 び外国 製機器 契約に係 る 指導 ・ 助言
に関す る こ と 。
( 2）契約事務の指導 ・ 助言に関す る こ と 。
(3）官公需につ い て中小企業者の 受注機会の 確保 に関す
る こ と 。
(4）課の所掌事務の， 上司の 命を 受けた事項に 関す る こ
と 。
第 8 条中 「， 厚生寮務係， 奨学係 」を「， 厚生企画係」
に改め， 同条専門職員 の項中 「専門職員」を 「専門職員
（進路指導担 当 ） 」 に改め， 同項の次に次の 1項を加 える 。
報 第355号
富山大学長 小 黒 千 足
専門職員
(1）学生の奨学に関 し， 総括し， 連絡調整す る こ と 。
( 2 ) 日 本育英会及び地方公共団体等の 奨学生に関す る こ
と 。
(3 ）入学料の 免除， 授業料の 免除 ・ 徴収猶予及 び寄宿料
の 免除に関す る こ と 。
(4）学生の生活相 談に関す る こ と 。
(5）学生の アルバイ ト あっせん に関す る こ と 。
( 6 ）学生の寄宿舎の管理運営に関す る こ と 。
( 7 ）寮生活に対す る助言及び援助 に関す る こ と 。
(8）学生の アパ ー ト 及び下宿の あっせん に関す る こ と 。
(9）学生の厚生施設の厚生事業に関す る こ と 。
UO）所掌事務の調査統計に関す る こ と 。
ω そ の他学生の福利厚生に関す る こ と 。
同条厚生寮務係の項及び奨学係の項を 削 り ， 専門職員の
項の次に次の 1 項を加 える 。
厚生企画係
(1）厚生課の所掌事務に関 し， 総括し， 連絡調整す る こ
と 。
( 2 ）厚生課 （保健係 を 除く。 ） の所掌す る 委員会等 に 関
す る こ と 。
(3 ）学生の福 利厚生施設の管理運営に関す る こ と 。
(4）学生の生活調査に関す る こ と 。
(5）学生の旅客運賃割引証に関す る こ と 。
( 6 )  そ の 他厚生課の所掌事務で， 他の係 に属 し な い こ と 。
第 9条専門職員の項中 「専門職員」 を 「専門職員 （教務
担 当） 」 に改め る 。
附 則
こ の内 規は， 平成 6 年 4 月 1 日 か ら 実施す る 。
－hu 
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第1回教務委員会 ( 7月 1 日 ）
（ 審議事項）
(1) 非常勤講師任用計画の調整方法 に つ い て
(2) そ の 他
第3回大学院委員会 （ 7 月 8 日 ）
（ 審議 事項）
(1) 平成 7 年度富山 大学大学院教育学研究科 （修士課
程 ） 学生募集要項 に つ い て




(2) そ の 他
第1回発明委員会 （ 7 月 19日 ）
（議 題）
(1) 発 明 の 届出 に つ い て
(2) そ の他
第1団組換えD N A実験安全委員会 ( 7 月 21 日 ）
（議 題）
(1) 委員長 の 選 出 に つ い て
(2) 組換 えD N A実験計画 に つ い て
(3) そ の 他
第2回放射性同位元素総合実験室自己点検評価委員会
( 7 月 2 7 日 ）
（議 題）




第3回放射性同位元素総合実験室運営委員会 ( 7 月 幻 日 ）
（議 題）
(1) 外国雑誌及 び 国 内 雑誌購入 の 見直 し に つ い て
(2) そ の 他
第4回部局長懇談会 （ 7 月 29日 ）
（議 題）
(1) 当 面 の 諸 問題 に つ い て
(2) そ の 他
第4回大学院委員会 （ 7月2 9日 ）
（ 審議事項）
(1) 平成 7 年度富山 大学大学院工学研究科 （博士 後期
課程〉学生募集事項について
(2) 富 山大学大学院学則の一部改正 に つ い て （ 継 続 ）
(3 )  富山大学学位 規則の一部改正に つ い て （ 継 続 ）
(4）富 山 大 学大学院委 員 会 規則の 一部改正 に つ い て
（ 継 続 ）
(5) 大学院委員会の審議事項 に つ い て （ 継 続 ）
(6) そ の ｛也
第4回評議会 （ 7 月 29日 〉
（ 審議事項）
(1) 富 山大学学則の一部改正 に つ い て （ 継 続及び 新 規）
(2) 富山大学大学院学則の一部改正 に つ い て
(3) 富 山大学学位 規則の一部改正 に つ い て
(4) 富 山大学大学院委員会 規則の一部改正 に つ い て
(5) 平成 6 年度学内予算配分 （案） に つ い て
(6) そ の 他
平 成 6 年 8 月 発行 .-千 報 第355号
ー ~ 
平 成 7 年 度 富 山 大 学 入 学者選抜要項 の 公表
平 成 7 年度入学者選抜要項 を去 る 7 月 1 1 日 （月 ） に 発表 し ま し た 。昨 年度 と の 変更点及 び入学者選抜要項の 概要は、
以 下 の と お りです 。
｜ 昨年度との変更点
1 一般選抜につ い て
(1 ）実施方式
教育学部中学校教員養成課程の分離分割方式移行 に
伴い， 全学部が分離分割方式で実施す るこ と 。
( 2）実施日 程
① 出願期間 平 成 7 年 1 月 23日 （月 ）～ 2 月 1 日 （水）
［昨年度 1/24～2/1] 
②検査期 日：前期 日 程 平 成 7 年 2 月 25 日 （土）
［昨 年度 2/25] 
後期 日 程 平 成 7 年 3 月 1 1 日 （土）
［昨 年度 3/12] 
③ 合格発表：前期 日 程 平 成 7 年 3 月 6 日 の予定
( 9 月 募集要項発表時に確定）
(3）募集人員
後期 日 程 平 成 7 年 3 月 21 日 の予定
( 9 月 募集要項発表時に確定）
前期 日程 1 , 191人 後期 日 程 331人 計1 ,522人
（中学校教員養成課程の移行に よ る も の ）
［昨 年度の確定募集人員 前期 1 , 153人 後期 319人
A日 程 50人 計1 ,522人］
(4) 入学者選抜実施教科 ・ 科目 等
① 人文学部 変更な し
②教育学部
ア 中学校教員養成課程が分離分割方式 に 移行 し た
こ と に 伴い， 後期 日 程で個別学力検 査等を実施
（学力検 査 国語， 英語専攻， 小論文 ：社会， 数
学， 家庭及 び技術専攻， 小論文 ・ 面接 ：理科専攻，
実技検 査 ：音楽， 美術及び保健体育専攻）
イ 実技検 査 （音楽実技） の検査内容を一部変更
（課題曲， 楽器の種類等）
③ 経済学部 変更な し
④ 理 学 部
ア 前期 日 程で， 地球科学科が大学入試セ ン タ ー 試
験の「理科 」の配点を変更 (loo点→200点）
イ 後期 日程で， 物理学科が 「小論文」 を， 生物学
科及び生物 圏 環境科学科が 「面接」 を新規実施
⑤ 工 学 部 変更な し
2 特別選抜につい て
( 1 ) 実施日 程
① 出願期間 ：平 成 6 年1 1月 7 日 （月 ）～11月 1 1 日 （金）
［昨 年度 1 1/8～1 1/12] 
人文学部推薦入学 （ セ ン タ ー 試験を課
す推薦入学）は， 平 成 6 年12月 12日 （月 ）
～12月 16 日 （金）
［昨 年度 12/13～12/17] 
②検査期 日：平 成 6 年11月30日 （水）
［昨 年度 12/1] 
人文学部推薦入学 （ セ ン タ ー 試験を課
す推薦入学）は， 平 成 7 年 1 月 18 日 （水）
［昨 年度 1/19] 
③ 合格発表－平 成 6 年12月 8 日 の予定 （ 9 月 募集要
項発表時に確定）
人文学部推薦入学 （ セ ン タ ー 試験を課
す推薦入学）は， 平 成 7 年 2 月 9 日 の
予定 （ 9 月 募集要項発表時に確定）
(2）募集人員， 個別学力検 査等
主な変更 ：推薦入学募集人員 の 拡大 (163人→171人）
① 人文学部 ：推薦入学の募集枠を 拡大
人文学科 5人→6人， 国際文化学科 3人→4人， 言
語文化学科 7人→8入 学部 計 18人
②教育学部 中学校教員養成課程の音楽専攻が推薦
入学を新 規実施 （ 2 名募集 学部 計 24人）
数学専攻の 「 簡単な テ ス ト （数学） 」を 「小論文 」
に変更
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③ 経済学部 特別選抜募集人員を学科別 に明示
ア 「昼間主 コ ー ス 」 推薦入学募集人員
「学部全体で30人」→「経済学科12人， 経営学科
10人， 経営法学科 8人」
イ 「夜間主 コ ー ス 」推薦入学募集人員
「学部全体で20人 J→ 「経済学科 7人， 経営学科
7人， 経営法学科 6人」
ウ 「 夜間主 コ ー ス 」 社会人特別選抜募集人員
「学部全体で20人」 → 「経済学科 7人， 経営学科
6人， 経営法学科 7人」
④ 理 学 部
ア 数学科の推薦入学で， 面接内容を変更 （ 検 査 を
含む→試聞を 含む）
イ 生物 圏 環境科学科の推薦入学で， 「簡単な テ ス
ト 」 を 「小論文 」に変更
ウ 帰国子女特別選抜の出願要件を ， 「渡航理 由が
保護者の海外勤務等の事情 に よ る 者 に限 る 。」と
し ， 人文学部及び経済学部の 出願要件と 統一
⑤ 工 学 部
ア 電 子 情報工学科の推薦入学募集枠を 拡大
「 普通科 ・ 理数科」 の募集人員を 12人 →1 3人， 学
科全体 と し て 18人 →19人に
イ 機械シス テ ム工学科の推薦入学募集枠を 拡大
「普通科 ・ 理数科 」の募集人員を 9人→10人，
「専門教育を主 と す る 学科（工業）」の募集人員 を
4人 → 5人に変更， 学科全体 と し て ， 1 3人 →15人
ウ 推薦入学の検 査内容を変更 （全学科 と も 「 簡単
な テ ス ト （数学， 英語） 」 を 廃止）
-8-
報







③ 合格発表：平 成 7 年 3 月 6 日 の予定
( 9 月 募集要項発表時に確定）
( 2）入学者選抜実施教科 ・ 科 目等
理学部化学科で個別学力検 査等を 「面接 」の み と し
fこ
平成6年8月発行 品拍手 報 第355号
平 成 7 年度 富 山 大 学入 学者選抜要項（抜粋）
1. 学部， 学科・課程等及び入学定員
A子"- 入学 募 集 人 員 募集人員に含まれる学科・課程等
部 定員 前期日程 後期日程 特 別 選抜の募集人員
人 人 文
寸，，.，.，一' 科 70 55 15 〔前期日程〕推薦入学（6人），帰国子女・社会人特別選抜（若干名）
文 国 際文 化 学 科 40 30 10 〔前期日程〕推薦入学（4 人），帰国子女・社会人特別選抜（若干名）
必寸注a」ー 言語文 化 学 科 95 70 25 〔前期日程〕推薦入学（8 人），帰国子女・社会人特別選抜（若干名）
部 計 205 155 50 
小学校教員養成課程 100 70 30 
教 中学校教員養成課程 〔前期日程〕推薦入学(14人…数学，理科，音楽，美術，保健体育，50 38 12 家庭及び技術の各専攻2 人）
育 養護学校教員養成課程 20 14 6 
幼稚園教員養成課程 30 21 9 
Aザ 孟d与与 教育情報コース 24 18 6 〔前期日程〕推薦入学 （6人）
情報教育 環境情報コース 16 12 4 〔前期日程〕推薦入学 （4 人）課 程
部 小 計 40 30 10 
E十 240 173 67 
忌 経 済 学 科 155 124 31 〔前期日程〕推薦入学(12人），帰国子女特別選抜（若干名）
経 主問 経 営 学 科 120 96 24 〔前期日程〕推薦入学(10人），帰国子女特別選抜（若干名）
コ 経営法 学 科 100 80 20 〔前期日程〕推薦入学 （8 人），帰国子女特別選抜（若干名）
済 ス 計 375 300 75 
夜
経 済 学 科 20 16 4 〔前期日程〕推薦入学( 7 人）， 社会人特別選抜( 7 人）
A子孟ゐ 主間 経 営 学 科 20 15 5 〔前期日程〕推薦入学 （7 人），社会人特別選抜（6人）
コ 経営法 学 科 20 15 5 〔前期日程〕推薦入学（6入），社会人特別選抜（7 人）
官官 ス 計 60 46 14 
言十 435 346 89 
数 学 科 53 46 7 〔前期日程〕推薦入学(16人），帰国子女特別選抜（若干名）
理 物 理 A寸d与' 科 47 37 10 〔前期日程〕帰国子女・社会人特別選抜（若干名）
イヒ ，十＂＂、 科 38 30 8 〔前期日程〕帰国子女・社会人特別選抜（若干名）
鼻十血． 生 物 Aザ.，与ら 科 40 33 7 〔前期日程〕帰国子女・社会人特別選抜（若干名）
地 球 科 ぷf注且－． 科 32 27 5 〔前期日程〕帰国子女・社会人特別選抜（若干名）
部 生 物 園環境 科 学 科 30 25 5 〔前期日程〕推薦入学（5 人），帰国子女・社会人特別選抜（若干名）
計 240 198 42 
電 子 情 報 工 学 科 132 105 27 〔前期日程〕推薦入学(19人）
工
機械システム 工学科 101 80 21 〔前期日程〕推薦入学(15人）
A子.，斗弘 物 質 工 ナA孟4 科 83 66 17 〔前期日程〕推薦入学(12人）
化 学生 物 工 学 科 86 68 18 〔前期日程〕推薦入学(12人）
部
言十 402 319 83 
f:, 』 言十 1,522 1,191 331 
-9-
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2. 平成7年度富山大学入学者選抜方法等
(1) 一般選抜 （前期 日 程） ( 3 - 1) 
選抜方法等 個 別 学 力 検 査 等 定員一部留保第2次募集
入学定員のー認についてあら
個
個 実技検査等 2段 階選 抜 かじめこれを留保しこれに jjlj 
jjlj ついて第2次募集を行う 学
学 第l段階の 力
力 実 面 主として， 調査書 選抜による 個 実技検査等 第 検 備 考





査 （欠員の 補充の方法等）査 文 定
員








を 選抜 を行い， その 査 検 文
課 課 課 合格者について更 対す の
を 査 を を
集 の
fT 課す す す に必要な検査等を
を 人 日る す 課 行 課
学部・学科名
る る つ る fTつ 倍E存 他
る す す 員 程
る う る
人 人 文 学 科
文
亭 亭骨司F，，，ー，F”’・・ー・・・ー・.ー，， ..............ーー
� 国際文化学 科 。

















× 。 × × × × × × × × × × 
昼 経 済 学 科
主問
・ . ー・・・・ー・・・唱・···－－··ーーー． ，．‘，...』由.. 25 
経 コ 経 営 学 科 。 x x x × × × × × × x × 欠員補充の方法等は，
. .....・・・・・・・ー......... .. .. ·-
9月中旬頃に発表予定
済 ス 経営法学 科 の学生募集要項に記載
学 夜 経 済 学 科 日 する。
問主・・・・・・・・・ー・・・．，・・・・e・－． ... ..・・・4・． ， 
部 経 営 学 科 × × × × × × × × × × コ × × 
－ーー，，，，，，・・・・ーーー ・.ー・. ・a ..・ーーーー
ス 経営法学 科 出
数 f: 科
ーーーーー，． － －·－ー，，，．，，，，，，．．．．．． .. ...，ーー..
理物 理 学 科
－－ー－ー・・ー・，.......・・・・・ ・・・........ ・4・4・・・・・－・・・．
化 Aす副ーRー 科店号主ゐ� －・・ ・・ ・4・ ．．・・・・・・・・，...・・4・・・－・・ ・・・..・．．． 。 × × × × × × × × × × × 
生 物 学 科
ーーー，，， . .  ・4’・ ・・・・・ ー ・ーー・ーー ..... ..・
部 地 球 科 学 科







..... ー，，，．．， ... .... .・ーーー．． ... .. .... 。 × × × × × × × × × × × 
部
物 質 工 学 科
.... .. .. ‘ －－－ a晶 司ト ーー，ー．．‘・ ・・・ ー・a‘・
化学 生物工 学 科
参考 1. 調査書に③標示を希望する。（入学者選抜方法の研究資料として利用するため。）
2. 個別学力検査等の日 程 は， 分 離・ 分 割方式前期日 程 で ある。
nu ’’ム
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(2) 一般選妓 （後期 日 程） ( 3 - 2) 
選抜方法等 個 別 学 力 検 査 等 定員一部留保第2 次募集
入学定員の一部についてあら
個
個 実技検査等 2段 階選 抜 かじめこれを留保し， これに 別
別
ついて第2次募集を行う 主守ム ＝4 
学 第l段階の 力
力 実 面 主として， 調査書 選鉱による 個
別
学
実技検査等 第 検 備 考
検 技 論 の内容と大学入試
合格者数
2 
検 接 センター試験の成 査 （欠員の補充の方法等）査 文 定
員








を 選抜 を行い， その Iこ 査 検 文 の 、諜 諜 fT 
課 合格者について更 対す の
を 査 を を 集
す す 課す を 人 日す に必要な検査等を る 課 行 課
学部・学科名
る る つ る fTつ 倍率他
る す す 員 程
る う る
人 人 文 学 科
文
－·············ーーーーー・，.....”・ーーーーーー－－ー－・－··




ーーー，．．，，，，，・ー・ーー・・・・・....ー，． . ............ 
養護学校教員養成課程 × 。 × × × x × x × × × × 
...ー・・ーーーーーー，，，，，，，................・·－－ ··
教 幼稚園教員養成課程
育 国語， 英語専攻 。 x × × × × × × × × × × 
社会， 数学． 家庭， 3 学 技術専攻 × × × 。 × × × × × × × × 
部 理科専攻 × × 。 。 × × × × × × × × 
音楽． 美術． × 。 × × × × × × × × × × 月保健体育専攻
情 報教 育課 程 x × × 。 × x × × × × × × 
思 経 済 学 科 11 経 主問 ーーー・・・ー・ ー．－ー，..ーーー－··・..』．．．．．，ーーー．．‘ 欠員補充の方法等は，
コ 経 営 学 科 。 × × × × × × × × × × × 9月中旬頃に発表予定ーー・ ・...，，ーー ・···－··ーー・，－－－ －··・...ー
済 ス 経営法学 科 の学生募集要項に記載
日 する。
$ 夜主間 経 済 学 科ー－ーーーーーー，，.... ..・..............・.
コ 経 営 学 科 。 × × × × x × x × × × × 
部
... －ー，，，..・···········－··－ーーーー・・．．
ス 経営法学 科 凶
数 P寸.. ・ 科
理
···--·-· ・ー.....・ ······· ............... 
生 物 学 科 × ョι 。 × × × × × × × × × 
ー・・，..ーー ー－ ..』－－－－－·－－－－－－・・a・.”’・ー......
生物圏環境科学科点7孟4与
物 理 A寸忌』M』 科
ー－－·－···· ···················· .....‘ー.. . × × × 。 × × × × x × × × 
部
化 学 科
地 球 科 学 科 x × × × × x × × × × × × 
工
電子情報工学 科
ー．． ． ．‘・・・，，...・a・・a・ 4・・..・・..・・ ··－·····－··ー．
機械システム工学科 x × × × × × × × × × × × 
学 ー・・・ ・‘・ ，ー，．‘ー・......・a‘・ 4・・・..酔4・4・ 4・4・・ー...ー・．
物 質 工 学 科
部
化学生物工学 科 × × O × × × × x × x × × 
参考 1 . 調査書に＠標示を希望する。（入学者選抜方法の研究資料として利用するため。）
2 . 個別学力検査等の日 程 は， 分 離・ 分 割方式後期日 程 で ある。
－A 1A 
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(3) 特別選抜 ( 3 - 3) 
選抜方法等 推 薦 入 学 帰国子女， 社
入学定員の一部について，出身学校長の推薦に基づき． 会人等のため
学カ検査を免除し翼査書を主な資料として判定する の特別選抜
実 技 検 査 等 推 帰 中 社
個別学力検 個別学力検 実 面 そ 驚 国 備 考
査を免除し 査及び大学 技検 圭画冊企 入 国 ヲl
大学入試セ 入試センター 接 文
A守u与－ 揚
会査 を を の 募 者＇／？－試験 試験を免除 を 課 集 子 等諜 IT を課する する す す 人 子




人 文 学 科 6人
－ーーーー・・・，． ．ー ーー，，ー，ーーーーーー，，，，．’・．，，，．，，．．，，， ー・・，，－－－・．
国際文化学 科 。 × × x 。 × 4人 。 × 。
ー・ ーーーーーーーーーー，，a －ーーー ，．‘ー －－··・－ー・ 亭 晶’・・－ 晶a ・ ・ ・ -
部 言語文化学 科 8人
小学校教員 養成課程
，．，．司...，司p・...................ーー・・・・ーー．，・－－－





国語．社会，英語専攻 × × × × × × × × × × 
中学校教員養成課程（数学専攻）推薦入学に
育 学 数学 専 攻 2人 ついて
校 ・.........，・・・ー ・・・・・・・・・ー・－····
ー・ー・・・・・・．
教 理 科 専 攻 。 。 。
2人 面接には，基礎学力に関する 試問を含む。
・－··・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーー・・・・ー....ー × × × －ーー ． ．．・・ー． × × × 
員 家 庭 専 攻 2人
ーー・・ーーー－ー，...................... ー・ー， ．・－···
必ヲLー‘ー 養 技 術 専 攻 2人
成 音 楽 専 攻 2人
課 －ー・・・・・・ーー・ー－ーーー，．’ー............ ーー ーー・ ．・－－
程 美 術 専 攻






6人ーー・・‘ー，－－－－－・・・，..............ー． × × x × ・・ーー，ーーー，a × × × 
環境情報コース 4人
高主 経 済 学 科 12人経 ・.... . ・・a ．．・··－－－···· ······· －－－－－ー・ーー．コ 経 営 学 科 x 。 x 。 。 × 10人 。 × × 
ーー ．．一，．ー， ．，．，．『－－”．．『－－”．．”．．’．・．・－一・ー ．ー・ー ．-------- ・－－”・p・・・ー
済 ス 経営法学科 8人
ふヲ孟4与ー 高主 経 済 学 科 7人－ー・・・・ －－·－···········・・・・・・－－ー・．． ・4・・・ー・・・ー ．
部 � 経 営 学啄ヰ × 。 × 。 。 × 7人 × × 。・・・ ・・ー・‘ ・・・・・ー・・・・ーー・ ... --- 骨骨骨ーー・・ーー
ス 経営法学科 6人
数 A寸且4一' 科 × 。 × 。 × × 16人 。 × × 数学科推薦入学について理物 理 Aす孟』与与 科 面接にIi，数学的思考力をみる ための試問
－・・・ーー－－－，ー，e，，，・・・・・・・ーーーーー－・・ー・－－－・.....
を含む。化 学 科
学 －’ー，－・・・・··················，・・・・・ー・－·－－－－－ × × × × × × × 。 × 。
生 物 学 科
・・・ーーー・・ ，······ ·‘・，，．，．，．．．，ー・・ー－ーーーー－－－．．，
部 地 琢 科 学 科









f忌4－ × 。 × 。 。 × ト一一一ー × × × 科・理数科を，また，下段Ii専門教育
物 質 工 学 科
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3. 平成7年度富山大学入学者選抜の実施教科・科目等
(1） 前 期 日 程




人 文 Aザ>.J; 科 ｜ 前期日程に係る際 文 化 $ 科 一般選抜の全部
文 言 圭”五ロ 文 化 Aザ主」L・ 科
学 ｜ 人 文 学 科 l �A学品 70.A� 6怠部！由 民 文 •. f.t 学 お｜ゑ学三宮：�·；入手：·；：：��r









情 報 教 育 課 程育l... 9教育．情報ーヲー±五環境情報？三ス）
中学 校教員養成課程
（音楽，美術，保健体育専攻）




推 薦 入 学
（ 入学定員50人中
各専攻2人）
情報教育｜教 育情 報 コース｜志学品 2.�.！－－�. .  ？芯
課 程｜環境 情 報コース｜推 薦 入 学I （入学定員16人中4人）
大学入試センター試験で入学志願者に












利 用 方 法 そ の 他個別学力検査等 の 教科・科目等
国（国語I，国語II)






























経 済 A弓>.Jユ込 科昼間主 経 戸邑孟4』 ぶ子ミ皐． 科 5教科6科目
経｜
コ 一ス 国経 戸昌ふ4も 法 学 科 前期日程に係る 社〔倫，日，世，地理，現社からl〕（注1)




推 薦 入 学経 済 （入学定員155人中12人）
学1! � ;i:.�経 営 学 科区高：1：�ふ：；��1
｜小論文
































選抜の対象 個別学力検査等の教科・科目等 そ の 他
大学入試センター試験で入学志願者に
解 答 さ せ る 教 科 ・ 科 目 名
数 ，.，，、ザー 科
化 白色4f" 科
理｜生 物 A孟ゐでf- 科
一一一一……｜前 期 日 程 に 係 る
地 球 科 学 科





















数（代数・幾何， 基礎解析） 文は外（英 語E， 英語H B) 



































































































































































数 学 科 ｜ 推 薦 入 学--,-- " I ＜入学定員 53人中16人）
生 物 圏 環 境 科 学 科 ｜ 推 薦 入 学
｜
（入学定員 30人中5人）







数〔「数IJと 「数E， 工， 簿から1」〕（注2)














注2. 「工業数理」文は 「簿記会計上 簿記会計IIJを選択解答できる者は， 高等学校に おいて 「工業数理」文は 「簿記会
注 3. 「理科I」を選択解答できる者は， 高等学校の普通科・理数科の卒業（見込み）者以外に限る。
注 4. 大学入試センター試験の 「理科」について， 複数科目を受験している場合は高得点の科目を利用するo’
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解 答 さ せ る 教 科 ・ 科 目 名
人 人 文 ふf"4 科 5教科5科目
文 後期 日 程 に 係 る 国
白→込 ,ー_ 国 際 文 化 9弓S子... 科
社〔倫， 日， 世， 地理， 現社からl〕（注1)
数〔数I〕
部 � 語 文 化 Aザ4 'ー 科 一般選抜の全部 理〔物， 化，生， 地学， 理Iから1〕（注3)外〔英，独，仏から1〕
小 学 校 教 員 養成 課 程 5教科6科目
養護学 校 教員養成 課 程 国
幼 椎 園 教 員 養成 課 程 社〔倫， 日， 世， 地理， 現社から1〕（注1)
－ 教育情報 コース 数〔「数I」と「数E， 工， 簿から1J〕（注2)情 報 教 育 課 程 いー 理〔物， 化，生， 地学， 理Iから1〕（注3)
教 ：環境 情 報 コース 外〔英，独，仏から1〕.. ーーー・・・ ・ー・・・・・4”・・・ー．，ーー・ ・・・晶・・・・ー－········ーー・ ・・・・ー．， ．．‘．， ... .. ー ー....
国 室ロ 五 専 攻
···-···· ．ーー・・・・・・・・.，・・ー・ ー・ e，・・ーー・． ..・...・ .ー ーーー ・，， ．， ・ ー・・ーー－－－ a・・...・・ー··－· ，．．．．，曙骨骨骨・.ー・・・.
a，・・ー......・・・・・・... 晶．晶，晶，晶，晶．晶． .』 ー，・ . . . .. .. －・ ・ ... . . ，．，．‘ 3教科3科目
社 会 専 攻 国
中 ー・，，，，···· －－·－－·・........，圃圃 亭 骨骨骨骨骨圃圃司 圃 晶a •• -- • • ·－ー .... 社〔倫， 日， 世， 地理， 現社からl〕（注1)
英 宝回五目 専 攻 外〔英，独，仏から1〕
育 A子Lι 
’······－『F • • •  ．曹 ．竃 ．『..守．電一電・ ーEー・・. ・ ．． ー． ．．．．，． 4， 守 a 晶．‘ ーー・ ・ ・.. ... ー・・ーー・．．，．．．．．．．．， ········ ·· .. －－－ーー，司..・・....・・..，ーーーー・・.ーー.. ．．，・ーーー ー－・ －－ a・・...ーーー・・ー－－ー．，，ー・ーー．，．
後期 日 程 に 係 る 3教科4科目
校 数 戸す主a与 専 攻 国数〔「数I」と「数E， 工， 簿からl」〕（注2)
教
外〔英，独，仏から1〕
ー・・. ー．，，・ ー・ー－ー －－ー－－－······ - ．‘ 圃晶守晶 晶” ’ ・． ...ー
一般選抜の全部
ー·····－－－－－· -- - --··· ·· . ..... ー ．， ． ．．．．． ，． ー ー ー ・ー・ー ，ー・ . － ・. ............ ・・・・・・・
Aザ主』ー
員
理 科 専 攻 3教科4科目
.. ー.... . ..・ 4砕 ・－ ーー...... . -·  · - .. - ・ .. .・ .
数〔「数I」と「数H， 工， 簿から1」〕（注2)
養 家 庭 専 攻
理〔物， 化，生， 地学， 理Iから1〕（注3)
外〔英，独，仏からl〕
ー・． ．．司......ー・ ・・ ・ ・.... .. - ー....晶 ． ． 晶 ・ ・・ ・ 4・ ・ ・・・ー． ，，ーー・·－－－－ー ．． ，．，．．．．‘” ・.骨 骨骨，. . ..... ，，ー ー．． . . ..  ······ ·· ー・・・ ・・・..... .....・. .晶
成 3教科4科目
部 技 術 専 攻 国
課 数〔「数I」と「数E， 工， 簿からlJ〕（注2)
ー・．， . －－－－骨骨・ー・・・・・ ------ .. . － － ． ． ．．‘ 
理〔物， 化，生， 地学， 理Iから1〕（注3)
程
ー ー ・・・ー ． ー 骨 骨骨骨・・・・e •• •• • •••• ー －ー． ， ，ーー ー ー ・ ・. ..骨 骨 骨，．． ．晶 . . . .‘ 骨 骨・....ー ，．， ，，．， ．．




経 済 戸弓M与． 不｝ 3教科 3科目
経 昼 間 主 国
コ ー ス 経
P呂ふ4 A守主4二』 科 社〔倫 日， 世， 地理 現社からl〕凶 7から
済 経 ’営 法 A弓孟子... 科 後期日 程 に 係 る 数〔数I〕 （注
・
ーー ．．，．． ・p・・・ーー ーーー，． ... 骨 骨 骨ー ー ー ． ーー . .  外〔英， 独， 仏から1〕ー ，，， . .  ．‘ ーー骨 骨 . . .ーー・． .. . .. - . .  - ．‘ ・ . .  ・・ a 晶 骨骨骨 ・ ・.. ，ー ー ..， ・ ー． ．
A子孟�与 経 済 A寸ι一 科 5教科6科目
夜 間 主 一般選抜の全部
国
経 戸局忌4与 学 科 社〔倫， 日， 世， 地理， 現社からl〕（注1)
部 コ ー ス 数〔「数I」と「数E， 工， 簿からl」〕（注2)
経 営 法 学 科 理〔物， 化，生， 地学， 理Iからl〕（注3)外（英，独， 仏から1〕
個別学力検査等の教科・科目等
大学入試センター試験の
利 用 方 法
そ の 他
課 さない
実 技（音楽， 美術， 体育から1)
1. 大学入試センター試験と個 ｜ 教育学部の実技検査
別学力検査の配点は， 本要 ｜の内容については，















注1. 「現代社会」 を選択解答できる者は， 高等学校の普通科・理数科の卒業（見込み）者以外に限る。
注2. 「工業数理」又は 「簿記会計上 簿記会計H Jを選択解答できる者は， 高等学校に おいて「工業数理」文は 「簿記5
注3 . 「理科IJ を選択解答できる者は， 高等学校の普通科・理数科の卒業（見込み）者以外に限る。
注4. 経済学部 「昼間主コ スー」の後期日程に おける大学入試センタ一試験の 「社会」 及び「数学」 の両教科を受験してl
注5. 大学入試センター試験の「理科J について， 複数科目を受験している場合は高得点の科目を利用する。
注6. 個別学力検査等の日程は， 分離・分割方式後期日程である。
















科 後期 日 程 に 係 る
A孟4』ザー ー
生 一般選抜の 全 部物
学
科
地 球 科 必，，，，予L 科
部






























大学入 試 セ ン タ ー試験で入学志願者に













利 用 方 法個別学力検査等の教科・科目等
面 接（数学的な内容を含む。）
小論文（物理に関する もの。） 1. 大学入試センタ ー試験 と 個
別学力検査の配点は， 本要




理〔物， 化， 生， 地学から 1〕
外〔英，独，仏から 1〕
小論文（化学に関する もの。）





数〔「数I」と 「数 日 J〕













数〔「数I」 と 「数E， 工， 簿からl」〕 （注2)





注1. 「現代社会」 を選択解答できる者は， 高等学校の普通科・理数科の卒業（見込み） 者以外に限る。
注2. 「工業数理」 又は 「簿記会計 上 簿記会計E」を選択解答できる者は， 高等学校に おいて 「工業数理」文は 「簿記4
注3. 「理科I」を選択解答できる者は， 高等学校の普通科・理数科の卒業（見込み） 者以外に限る。
注 4 . 大学入試センター試験の 「理科」 について， 複数科目を受験している場合は高得点の科目を利用する。
注5. 個別学力検査等の日程は， 分離・分割方式後期日程である。
計 上 簿記会計E」 を履修 し た者及び文部大臣の指定 を受けた専修学校高等課程の学科の修了（見込み） 者に限る。
ρo ’EA 
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4 . 教育学部の実技検査の内容
( 1 ） 前期 日 程
中学校教員養成課程 （音楽， 美術， 保健体育専攻）
区 分
筆答試問 ｜ 音楽通論
検 査 内 -... 合
1 . ソ ノレ フ ェ ー ジ ュ
コー ルユ ー ブンゲン第 1 巻（原書）No. 4 8～恥85の中よ り 検査当日指定 する。
2. 声楽， 器楽（ ピア ノ ） による課題曲
(1） 声楽
下記の歌曲よ り 任意の 1 曲を暗譜演奏す る。
Vergin, tutto amor Cc moll) F. Durante 
Sento nel core (f moll) A. Scarlatti 
Sebben, crudele (d moll) A. Caldara 
浜辺の歌 (As dur) 成田 為三
北秋の (D dur) 信時 潔
づまご 術 ｜ 音楽実技 ｜ かやの木山 (D dur) 山田 耕符士E
（指定 の調以外で歌う者は， 伴奏譜を願書提出時に併せて提出するこ と 。）
(2） 器楽（ ピ ア ノ ）
バ ッ ハの 3声 イ ンヴ ェ ンシ ョ ン（シンフ ォ ニ ア ） よ り 任意の 1 曲を暗譜演奏する。
3 . 声楽文は器楽による自 由幽
声楽， ピア ノ ， 管， 弦， 打楽器のうち， l つを選択し自 由曲を暗譜演奏する。
凶(1) 自由曲演奏の声楽文は器楽の選択について
器楽を選択する場合は， 願書提出時にその楽器名を記入する。
なお， ピア ノ 以外の器楽文は声楽を選択する者で， 伴奏が必要な場合は， 伴奏譜を
願書提出時に併せて提出するこ と 。
(2) ピア ノ ， マ リ ンノ大 コン ト ラ パス 以外の楽器は各自で準備するこ と 。
古一品 基礎描写力検査（鉛筆及び 淡彩による人物写生）






鉄棒運動（男）， 平均台運動（女）， マ ッ ト 運動
ス ター ト ダ ッ シ ム 立三段跳， 三歩助走の走高跳
ノぜ レ ー ボ ー ル， バス ケ ッ ト ボ ー ル， サ ッ カ ー保健体育 ｜ 体育実技
( 4 ） ダ ン ス 主題による創作
上記2(1)～（4）の 4 領域の う ち よ り ， 2領域を選び ， そ の領域よ り 1 種 目 ずつの運動を
選ぶ。
巧t’EA 
平成 6 年 8 月 発行 � 十 報 第355号
(2) 後期 日 程
① 小学校教員養成課程， 養護学校教員養成課程， 幼稚園教員養成課程
区 分 検 査 内 勾廿ヤ
1 . 歌唱又は楽器 に よ る 自 由 曲演奏
歌唱は音楽 I 程度 ま で の歌曲
楽器は和楽器を除 き ， 鍵盤， 管， 弦， 打楽器いずれ も可
2 . 筆記及び録音聴取 に よ る 音楽 I 程度の音楽能力検査
1企f
術
音楽実技 掛(1) 自 由曲演奏の歌唱文は楽器の選択に つ い てτE 楽器を選択す る 場合は， 願書提出時に そ の楽器名 を記入す る 。
な お， 自 由曲 は無伴奏で演奏す る が， 楽譜は見て も よ い。
(2) ピ ア ノ ， 電子オ ルガ ン， マ リ ン パ以外の楽器は各自 で準備す る こ と。
な お， 電子オ ルガ ン演奏で は大学で設定 し た音色等を使用す る こ と と し，
そ の詳細 は願書受理後受験者に送付す る 。




② 中学校教員養成課程 （音楽， 美術． 保健体育専攻）
区 分
筆答試問 ｜ 音楽通論
検 査 内 旬ヤ廿
士宮
1 .  ソ Jレ フ ェ ー ジ ュ
コ ー ルユ ー ブ ン ゲ ン第 1 巻（原書）No.48～No.85の中 よ り 検査当 目 指定す る。
2 . 声楽， 器楽 （ ピ ア ノ ） に よ る課題曲
(1） 声楽
下記の歌曲 よ り 任意の 1 曲を暗譜演奏す る 。
Vergin, tut to amor Cc moll) F. Durante 
Sento nel core (f moll) A.  Scarlatti 
Sebben, crudele (d moll) A. Caldara 
浜辺の歌 (As dur) 成田 為三
北秋の (D dur) 信時 潔
術 ｜ 音楽実技 ｜
かや の木山 (D dur) 山 田 耕符
（指定の調以外で歌 う 者は， 伴奏譜を願書提出時に併せて提出す る こ と。）
(2) 器楽 （ ピ ア ノ ）
バ ッ ハ の 3 声イ ン ヴ ェ ン シ ョ ン （ シ ン フ ォ ニ ア） よ り 任意の 1 曲を暗譜演奏す る 。
3 . 声楽文 は器楽に よ る 自 由 曲
声楽， ピ ア ノ ， 管， 弦， 打楽器の う ち， 1 つ を選択 し 自 由 曲を暗譜演奏す る 。
凶(1) 自 由曲演奏の声楽又は器楽の選択につ い て
器楽を選択す る場合は， 願書提出時にそ の楽器名 を記入す る。
な お， ピ ア ノ 以外の器楽又は声楽を選択す る 者で， 伴奏が必要な場合は， 伴奏譜を
願書提出時に併せて提出す る こ と。
(2) ピ ア ノ ， マ リ ン ペ コ ン ト ラ パ ス 以外の楽器は各自 で準備す る こ と。






｜ 制 鉛筆ま た は木炭の う ち か ら選択
保健体育 ｜ 体育実技 ｜ 運動技能検査
no ‘14 
平成 6 年 8 月 発行 品同ザー 報 第355号
5 . . 大学入試セ ン タ ー試験及び個別学力検査の配点
( 1 ） 前 期 日 程


















文 学 100 200 





教 ｜ 養護学校教員養成課程 ド棺入試センタ ー試験 ｜ 200 I 100 I 200 I 100 I 200 幼稚園教員養成課程 800 1 ,000 
開会育I教育関戸川 個 別 学 力 検 査 I <200 )] - I <200)1' - I <200)1 ー ！ ー ｜ 200 育 ｜ ｜課 程 ｜ 環境情報コ ー ス
中学校教員養成課程 ｜ ｜ 学 ｜刊国語， 社会’ 数学， 理tt,l I 大学入試セン夕 －試験 ｜ 20 U家庭， 技箭’ 英語専攻 I 1 1 個 別 学 力 検 査 I C4oo)i 一 I C4oo)I 一 I C4oo)i 一 ｜ - I 400 I 
部 ｜ 中学
�
�去一三去一一．主｜土宇一；ン夕；一；�·rム�T- －－��；·r ム�T·－－－��；T ··；·�� . ... --借棄， 美術， 保健体育専攻〕 ｜ 個 別 学 力 検 査 800 400 1 .200 400 ’ 





科 大学入試センター試験 ｜｜目 200 I 100 I 200 ・I 100 I 200 I 800 1 800 
ス 主 経 営 法 学 科 個 別 学 力 検 査
加わタ 吋 100 I - 1  lぺ 1ぺ 200 I 500 数 � ヰ 個 別 学 力 検 査 一 500 一 一 I 1 ,000 500 





200 hu nu any －EA nunU AUAU nopo 
ー－－－－－－ーー...... . . . . . ー ー ー ・ ・ ー・・・ーーー・・・・・...、• ·ーーーーー.. . . . . . . . . . ー ー ・ ー ・ ・ e ・ ・ ...・・ 4 ・ ・ ・ ー ー一 一 ー 一‘ ー ・ ー ー ー ー ー ・ 守 一 ー ・ ー ・ ・ ー ー ・ ・ ・ ー ー ・ ーー ー ー ー ー － ー ・ . .・ ・ ・ ー ー ー ー . ····� . . . ・ 守 a ・ ー . . . ー ‘ ー ー ー ー ー ーー・ 4 ・ ・ー－－－
化 学 科 E 購入試センタ ー試験 I 200 I 一 I 200 I 100 I 200 I I I 700 I 1 100 一 ｜ 個 別 学 力 検 査 ｜ I - I 200 I 200 I ー ｜ ー ｜ ー ｜ 400 I A > A山
物 学 科 ｜ 大学入試センタ ー試験 ｜ 200 I ー ｜ 200 I 附 200 I I I 川 1 200 個 別 学 力 検 査 ｜ - I - I 200 I 300 I - I - I - I 500 I A ，�vv 
． ；時入試セント試験部 ｜ 地 球 科 学 科 ｜｜ ｜ 個 別 学 力 検 査程 l ’ 目
100 nu nU ‘EA －－A nunu nunU ηtaq 
大学入試センタ ー試験 ｜ 100 生物園環境科学科 ｜ 個 別 学 力 検 査
AU nu nL nunu nunu nLnL AUnu nunU 。dnd
I 1 100 400 · 
700 
工 -寸ー







（注） 1 . 配点 の （ 〉 は， 選択教科を示す。
2. 理学部数学科 の 個別学力検査「数学J の 配点は， 「代数・ 幾何． 基礎解析J 200点と 「代数・ 幾何， 基礎解析， 微分 ・
積分， 確率 ・ 統計 （統計は除 く 。）」 300点とで合計500点で ある。
nu tA 




区 分 国語 社会 実技数学 ｜ 理科 ｜ 外国語 ｜ ｜ 小論文 ｜ 面接 ｜ ・小計 ｜ 合計検査
大学入試センタ 一試験個 別 学 力 検 査 100 100 100 100 100 500 500 
小学校教員養成課程 ｜ 購入試センタ ー試験 ｜ 200 I 200 I 200 I 200 I 200 養護学校教員養成課程 ｜ ｜ ｜ ｜ ！ ｜ 幼稚園教員養成課程 ｜ 個 別 学 力 検 査 ｜ - I - I - I 一 ｜ 一 ｜ 200 
nu nu nL 1A 




100 100 900 
数 井孟4f与 科 ｜ 購入試セ ンタ ー試験 ｜ 200 個 別 学 力 検 査 200 100 I 200 300 
ハUAU AU －－ nUAU nUAU 可tqd
理 ｜ら 主 主
－
�r昔話オ譜r ·2·引1引4引2引2引 ；r-· · ·��（。J .. . －－�Ti：�i�r�－.－���－ 
化 学 科 ｜ 大学入試センター試験 ｜ 一 ｜ - I 200 I 200 I 200 I I I I 600 I ・ m




｛一一 …ー ト … …
生 物 掌 科 ｜ 購入試センタ ー試験 I 200 I - I 200 I 200 I 200 I I I r soo ·1 ・ mi:,, J T o  I 個 別 学 力 検 査 ｜ ー ｜ 一 ｜ 一 ｜ -I ー ｜ 一 ｜ 一 ｜ 200 I 200 I l ,VVV 
、 品 、 ｜ ・一 . LI:－！！ 一 一一 ！ 一 ｜ ー ｜ 100 I 400 I ー ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 個別μ検 査 ｜ _ I I I I I I I I 5oo I soo 
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（注） 1 . 配点 の （ ） は， 選択教科 を示す。
2. 教育学部中学 校教員養成課程理科専攻 の 個別学力検査の 面緩欄 の ※ 印 は， 総合判定 の 資料とする こ と を示す。
nU 9“ 
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6 . 特別選抜方法
7 . 身体 に障害を有す る 志願者 と の事前協議
8 . 私費外国人留学生選抜の概要
9 . 学生募集要項 （細 目 ） の発表
10. 学生募集要項の請求方法




平 成 6 年 度 文 部 省 在 外 研 究 員 派 遣 予 定 者 の 決 定
主 た る 滞在地及び当該
種 類 所 属 職名 氏 名 滞在地の属す る 国名並 調査研究題目 派遣期間
びに派遣先の機関名
若 手 教 官 ヨ 一 ク 7. 3. 27 
人文学部 助教授 前 川 要 （ 連 合 王 国 ） ヨ ー ロ ッ パ都市考古学の研究
（ 追 加 ） ヨ 一 ク 大 づA孟こ4• 8. 1. 26 
。ミ』司司
異動区分 発令年月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 ，廿τ.，，. 
昇 ｛壬 6 .  8 .  1 笠 原 一 世 助 手 （理学部） 助教授 （理学部）
，， 川原田 1享 助 手 （東京医科歯科大学医用器材研究所） 助教授 （工学部〉
退 職 6. 7 .  28 松 岡 弘 二 事�n甫佐員 （附属図書館） 平成 6 年 7 月 27日 限 り 退職 し た
ノノ 大 岩 満美子 ，， ，， ノノ
6 .  7 .  29 林 敏 和 事務補佐員 （附属図書館） 平成 6 年 7 月 28 日 限 り 退職 し た
ノノ 青 山 拓 也 ／／ ，， ／／ 
ノノ 松 田 充 子 ，， ノ／ ノノ
，， 大久保 英 ノノ ／／ ノノ
6 .  8 .  1 石 原 寸A孟4ニ． 技術補佐員 （経理部主計課） 平成 6 年 7 月 31 日 限 り 退職 し た
／／ 吉 迫 文 崇 ，， ，， ，， 
，， 宮 本 淳 ，， ，， ，， 
以下余白
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中 国北京市で 開 催 の 日 本留 学 フ ェ ア に 参加
本学は， 7 月 2 日 （土） ・ 3 臼 （ 日 ） 中国北京市 （北京
五州酒店） で開催 さ れた 日 本留学 フ ェ ア に 工学部塩津和章
教授， 学生部大平嘉彦学生課長が出席 し ま し た 。 本 フ ェ ア
は， 財団法人日 本国際教育協会 と 中国留学服務中心の共催
で開催 さ れ， 日 本への留学希望者及び進学指導者に対 して，
留学目 的 に合 っ た教育機関を選択 し ， 実 り あ る 留学 を達成
で き る よ う にす る た め ， 我が国の教育事情や個 々 の 大学等
の教育 ・ 研究上の特色等に関す る 的確な情報提供を行 う こ
と を 目 的 と し て お り ま す。
日 本全国か ら 国立大学15校， 私立大学18校 の 合計33大学
及びそ の他関係 2 機関が参加 し ま し た。 フ ェ ア 開催の 2 日
間の来場者 は， 中国各地か ら5,000人余 り が集ま り ， 狭い会
場を埋め尽 く し ま し た 。
富山大学の ブー ス に も多数の留学希望者が集 ま り ， 留学
の手続 き 方法， 入学試験の 日 程 ・ 試験科 目 ， 研究 内容， 奨
学金制度， 学費 ・ 生活費 ・ 宿舎 ・ ア ルバ イ ト 等 に つ い て具
体的 な質問が多 く ， 熱心に説明を聞 き メ モ を取 っ て い ま し
fこ O
今回は大学 と し て初めて の参加であ っ た が， 留学に対す
る熱意 ・ 事情を直接見聞 き し ， 今後の留学生対策 を検討す
る う えで参考に な り ま し た 。
富山大学ブー ス で説明を受 け る 留学希望者
経済学部外 国人留学生 と 学部指導教官等 と の 懇談会
経済学部 は， 7 月 13 日 （水） 同学部 10 1教室 に お い て 外
国人留学生 と 学部指導教官等 と の懇談会を開催 し ま し た 。
当 日 は中国， マ レ イ シ ア， 台湾な ど 7 カ 国 の 外国人留学
生 と 関係教職員， チ ュ ー タ ー の ほか五福連合町 内会長， 富
山県青年団協議会長 な ど の地域住民代表が加わ り ， 約80名
の参加があ り ま し た 。
懇談会 は， 吉原学部長 の挨拶に は じ ま り ， 留学生指導教
官か ら 「留学生への諸注意」 ， 「期末試験 に つ い て J な ど
学習 に直結す る事項等 に つ い て説明が行われま し た 。
続 い て留学生の， 自 己紹介がな さ れ， 夕 食 を囲み和や か
に フ リ ー ト ー キ ン グで歓談 し ま し た 。
今回の懇談会で は， 留学生 と教職員及び地域住民代表か
ら忌俸の な い 発言が寄せ ら れ， 相互理解を深め初期の成果
を収め る こ と がで き ， 有意義な懇談会 と な り ま し た 。
企 富山県青年団協議会長 と 意見を交わす
外国人留学生
円ι円己
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平成 6 年度高等学校 と 富 山 大学 と の 入学試験 に 関 す る 懇談会
高等学校の進路指導担当者 と の入学試験 に 関す る 懇談会
が去 る 7 月 14 日 （木） 黒田講堂 に お い て開催 さ れま し た 。
こ の懇談会 は， 本学の入学試験や教育研究な ど に つ い て
理解を得 る こ と を 目 的 と し て毎年開催 さ れて い る も の で，
今年 は富山県の ほか石川， 福井及び岐阜県の 高校側担当者
と 本学関係者合わせて約90名が出席 し て行われま し た 。
特に， 大学院の概要及び就職状況等につ い て 各学部か ら
詳細な説明があ り ， 高校側か ら も 本学に対 し て 多 く の要望
等が寄せ ら れ る な ど， 当初予定 し た時間を超過 し て熱心 に
懇談が行わ れ ま し た 。
企 高校側か ら要望や意見を述べる担当者
富山地域 リ カ レ ン ト 教育推進事業
富 山 大学 リ カ レ ン ト 学習 コ ー ス を 開設 し 、 大 き な 成果
リ カ レ ン ト 教育推進の必要が叫ばれて い る 今 日 ， 富山県
民の強い ニ ー ズ に応えて企画 さ れた第 3 回富山大学 リ カ レ
ン ト 学習 コ ー ス 「企画ス タ ッ フ の た め の経営 シ ス テ ム科学」
が， 去 る 7 月 4 日 か ら 7 月 25日 ま での閣の 10 日 間， 富山大
学黒田講堂及び情報処理セ ン タ ー に お いて開催 さ れま し た。
こ の学習 コ ー ス は， 文部省か ら の委嘱に よ る リ カ レ ン ト
教育推進事業の一環 と し て富山大学が開設 し た も の で， 県
内各種企業等か ら ， 企画 ・ 開発業務担当者や技術者 な ど 10
名が受講 し ま し た 。
学習 コ ー ス で は， コ ン ピ ュ ー タ 社会 に お け る意思決定等，
現代社会 の ニ ー ズに合致 し た内容で， 階層化意思決定法，
数理計画法 ・ 経営計画 と そ の手法及び同実習， 多変量解析
を応用 し た経営管理分析， コ ン ビ ュ ー タ ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ
ン に よ る 総合的意思決定 ・ 実習， フ ァ ジ ィ 理論 に つ い て修
得 し ， 大 き な成果を挙げま し た 。
受講者か ら は大学な ら で は の高度な 内容だ っ た と の意見
や， 今後， よ り 実践的な講座開設を と の要望等 があ り ま し
fこ。
企 情報処理 セ ン タ ーで熱心 に実習を行 う 受講者
企めでた く 修了 。 吉原経済学部長か ら修了証書の授与
qd 円4
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木 製 大 看 板 掲 げ る
工学部に念願の博士課程が設置 ま す ま す の飛躍
工学部では， 昭和60年頃か ら大学院工学研究科 （博士後
期課程） の設置 に 向 け て毎年努力 を重ねて き た と こ ろ ， 本
年 4 月 1 日 に関係各位の支援を得て念願が達成 し ま し た 。
過 日 ， こ れを記念 し て工学部正面玄関に良質 の樺材 （特 に
厚さ 5 cmの相撲部屋 と 見紛 う ほ ど ） の堂々 と し た大看板が，
小黒学長及び時津工学部長の手に よ り 上掲さ れま し た 。
同研究科 は， 専門的視野及び総合的視野 の酒養 を 博士課
程教育の二大要素 と し て教育課程を編成 し， シ ス テ ム 生産
工学専攻 （入学定員 6 人） 及び物質生産工学専攻 （ 入学定
員 6 人） を置 き ， 両専攻の緊密な連携の も と に教育 ・ 研究
が行われま す。 初年度は定員の 2 倍強の26人 の学生を受入
れま し た 。
A 看板を掲げる小黒学長， 時津工学部長
�［）ミ）＠）［！）
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
酸化物高温超伝導体研究の動向調 6. 7. 1 外 国 出 張 工 学 部 教 授 森 克 徳 フ フ ン ス 査及び研究打合せ 6. 7 . 12  
「極東地域河川 の生物的多様性に 6. 7 . 1 5  
教育学部 ノノ 田 中 S臼m: ロ シ ア 関す る 生態学的研究」 の生物調査
及び研究討論 6. 8. 9 
ド イ ツ POLYMER NETWORKS 94’ 6. 7. 24 工 学 部 助教授 前 田 タ与古主で チ コニ コ 出席及び研究発表 他オ ー ス ト ア 6. 8. 9 
ア メ リ カ 合 衆 国 国際商事仲裁特に知的所有権紛争 6. 7. 25 
経済学部 ，， 津 井 啓 フ フ ン ス の解決に関す る研究
連 f5 王 国 （在外研究員） 6. 9 .24 
第 9 回国際乾燥 シ ン ポ ジ ウ ム 出席 6. 7 .26 工 学 部 教 授 山 口 信 吉 オ ー ス ト ラ リ ア 及び研究発表 他 6. 8. 8 
フ フ ン ス 「近藤型の希土類元素化合物の低 6. 7 . 28 理 学 部 ，， 樫 井 醇 児 オ ラ ン ダ ， チ ェ コ 温挙動」 の研究発表 他ポ 一 フ ン ド 6. 9. 1 
aq 円L
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
海 外 研 修 理 学 部 教 授 安 田 祐 介 フ フ ン ス 第10回国際ゼオ ラ イ ト 学会に参加
6. 7. 8 
ド イ ツ 及び研究発表 他 6. 7.26 
教育学部 助教授 堀 田 朋 基 伸張一短縮サ イ ク ル運動の メ カ ニ
6. 7 . 13  
フ ィ ン ラ ン ド ズム に関す る研究 6. 7 .26 
経済学部 ，， 新 里 泰 孝 連 f-コ 王 国 花 き 産業 に関す る研究及び資料収
6. 7 . 15  
オ フ ン ダ 集 6. 8. 4 
人文学部 ／／ 筒 井 洋 一 連 A 王 英国外交 に関す る調査研究及び研
6. 7 . 19 
Cl 国 究打合せ 6. 8. 16  
理 学 部 教 授 小 島 覚 カ 国際会議に参加及びユ ー コ ン地方
6. 7 .22 
ナ ダ に お け る 森林調査 6. 8.24 
教育学部 助教授 西 川 友 之 イ
バ レ ー ボ ー ルの審判技術研修及び 6. 7.23 
タ ア イ タ リ ア の ク ラ ブス ポ ー ツ に関す
る調査研究 6. 8. 1 
人文学部 ノノ 上 野 隆 三 中 中国語授業の実態調査及び資料収
6. 7 .27 
国 集 6. 8 .18 
，， ，， 中 純 天 ，， 資料収集 ，， 
経済学部 助教授 津 野 雅 彦
ア メ リ カ 合 衆 国 西欧 ・ 東欧 ・ ア メ リ カ ・ ア ジ ア の 6. 7 .28 
連 合 王 国 比較経営研究の た め の打ち合せ及
フ ラ ン ス ・ イ タ リ ア び資料収集 6. 9. 9 
教育学部 教 授 笹 尾 靖 也 I C M ’ 94 （世界数学者連合） に
6. 7.30 
ス イ ス 参加及び資料収集 6. 8. 16 
人文学部 助教授 吉 田 俊 則
17世紀 ロ シ ア の都市の歴史 に関す 6. 7 .31  
ロ シ ア る 資料収集及び ロ シ ア 史研究所研
究員 と の学術交流 6. 9.26 
Fhd ワ】
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所 属 機 関 ・ 職 名 来 学 目 的 本 学 受 入 れ 先
イ jレ ク ー ツ ク 人 文 学 部 教 授
経 済 ア カ デ ミ ー 研 究 打 合 せ 藤 井 イ丁
吉林省社 会 科 学 院 潮 海 史 研 究 に 人 文 学 部 教 授
教 授 関 す る 意 見 交 換 藤 本 幸 夫
吉林省調査研究学会 ノ／ II 
:fr-ζ 長
香 港 中 文 大 学 ・ ノノ ノノ
客 員 事土 授
�r:l�f!J 
官 職 氏 名
文部事務官 伏 喜 理 香
文部事務官 伏 喜 俊 至
教 授 浅 沼 照 雄
講 師 徳 栴 曜
助 教 授 河 野 三 郎
第355号
期 間
6 .  7 .  2 
6 .  7 .  3 
6 .  7 .  7 
ノノ
，， 
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報
富山大学名 誉教授 岩淵富治氏逝去
本学名誉教授岩淵l富治氏が， 平成 6 年 7 月 10 日 に 逝
去 （享年77歳） さ れ ま し た 。
同 氏 は ， 昭和16年 3 月 東京商科大学 を卒業後， 同 25
年 3 月 新潟県立直江津高等学校教諭， 同 25年 4 月 柏 崎
短期大学講師兼務， 同30年 4 月 柏 崎短期大学講師 （専
任 ） ， 同 33年 4 月 新潟短期大学講師 （相崎短期 大学 を
新潟短期大学 に 名称変更 ） ， 同34年 4 月 新潟短期大学
助教授 を経て， 同 34年 10月 本学助教授 に就任 ， 同 46年
8 月 同教授に昇任 し ， 同 57年 4 月 に停年 に よ り 退官 さ
れ ま し た 。
こ の間， 同 氏 は昭和48年 か ら 同 56年 ま で 4 期 （ 8 年
間 ） の 永 き に わ た り 学生部長及 び評議員 を歴任 し ， 本
学 の 管理運営 に 参画 さ れ， 大学の発展 に 多 大 な 貢 献 を
さ れ ま し た 。
こ れ ら の功績 に よ り ， 昭和58年 9 月 富山大学名 誉教
授 の 称号が授与 さ れ ま し た 。
さ ら に ， 退官後 も 引 き 続 き ， 昭和61年 3 月 ま で 金 沢
経済大学教授， ま た 同年 4 月 か ら 平成 5 年 3 月 ま で敦
賀女子短期大学教授 と し て ， 原価会計学 ・ 経営分析等
の教鞭 を執 ら れ る と 共 に ， 金沢経済大学で は学生部長，
敦賀女子短期大学 に お い て は評議員及 び図書館長 を 歴
任 さ れ， 両大学 の 発 展 に 多 大 な 貢献 を さ れ ま し た 。
同 氏 は ， 通算40年余 の永 き に わ た り ， 強 い 信念、 ， 高
遁 な る 識見， 清廉な る 人柄 を も っ て教育研究 に精励 さ
れ， 将来 の社会を担 う 優秀 な 人材 の育成 に 尽力 さ れ ま
し fこ 。
研究面 に あ っ て は， 原価会計学， 経営分析， 生産管
理等 の広い分野に わ た っ て お り ， そ れ ら の 理論 と 実践
に研績を積み， 幾多 の著書， 論文， 企業診断報告書，
調査研究報告書等を 発表 さ れ， 新 し い 領域か ら の 研究
成果 と し て， 学会 や産業実務界 に 寄与す る と こ ろ 極 め
て大で高い評価を 受 け ら れ ま し た 。
学外 に お い て は ， B 本会計学研究学会， 中小企業診
断士協会の各会員 と し て活躍す る と と も に， 富 山 県生
産性本部理事， 富山県環境衛生適正化審議会委員， 富
山商業活動調整協議会会長， 富山 県 中 小企業近代化推
進協議会委員 な ど の要職を努め ら れ， ま た ， 富 山 県 に
お い て 中 小企業診断制度が発足す る や そ の 当 初 か ら 20
有余年の 永 き に わ た っ て各業種 の地場産業 の公的企業
診断や実地調査 に協力参画 し ， そ の多 大 の 貢献 と 顕著
な 功績 に よ っ て富山県を経て， 中小企業診断協会 よ り
表彰を受 け ら れ ま し た 。
こ れ ら 長年 の功績 に よ り 平成 4 年 4 月 勲三等瑞宝章
が授与 さ れ ま し た 。
こ こ に ， 同 氏 の 御功績を偲 び顕彰す る と と も に ， 御
冥福 を祈 り ， 謹ん で哀悼の意を表 し ま す 。
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本 部 富山県留学生等交推進会議幹事会
7 月 1 日 第 4 回 自 己点検評価委員会教育活動専門委員会 28～29日 全国大学保健管理協会東海 ・ 北陸地方部会
2 ～ 3 日 日 本留学フ ェ ア （中国 ・ 北京〉 研究集会 （岐阜県勤労福祉セ ン タ ー ）
2 ～30 日 公開講座 「東ア ジ ア の人 と 文化」 29日 第 1 回 自 己点検評価委員会
4 �～25 日 リ カ レ ン ト 学習 コ ー ス 「企画ス タ ッ フ の た め の 30～31 日 外国人留学生 と教職員 と の懇談会 （見学旅行）
経営 シ ス テ ム科学」 （乗鞍青年の家）
6 日 人事関係事項説明聴取 （文部省）
留学生等に よ る リ レ ー ト ー ク
人 文 学7 ～ 8 日 平成 7 年度概算要求説明 （文部省 ）
8 日 第 2 回生涯学習教育研究セ ン タ ー 準備委員会専 7 月 6 日 教授会
門委員会 教授会 （人事）
日 本語 ・ 日 本文化研修留学生， 教員研修留学生 13日 学部教務委員会
の受入れ に関す る 打合せ会 （国立教育会館） 学部学生生活委員会
7 月 9 日 ～ 9 月 3 日 18日 学部特別昇給委員会
公開講座 「初心者の た め の 自然観察 と 植物 の 育 20 日 学部将来計画委員会
成」 員率会主催 ビ ア ・ パ ー テ ィ
9 日 第46回北陸地区国立大学体育大会開会式 （於 名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル）
（福井大学） 21 日 学部講座代表者会議
1 1 日 平成 7 年度富山大学入学者選抜要項公表 27日 教授会
13～15日 会計検査院会計実地検査 教授会 （人事）
14日 平成 6 年度高等学校と富山大学 と の 入学試験 に 大学院人文科学研究科委員会
関す る懇談会
15～19日 公開講座 健康 ・ ス ポ ー ツ教室 「初心者 の た め 教 育 学の硬式テ ニ ス 」
18日 全国生涯学習 フ ェ ス テ ィ パ ル第 3 回実行委員会 7 月 5 日 教育実習委員会
（高志会館） 6 日 学部予算委員会小委員会
第 3 回学生生活協議会 人事教授会
19日 第 6 田部課長会議 7 日 学部自 己煮検評価委員会
学生健康保険組合理事会 学部自 然観察実習セ ン タ ー委員会
21 日 構内交通対策委員会 「小委員会」 13日 学部予算委員会
22 日 第 3 回生涯学習教育研究セ ン タ ー準備委員会 学部教務 ・ 学生生活合同委員会
専門委員会 学部教務委員会
第 1 回非常勤講師任用 につ いての調整方法 人事教授会
検討会 教授会
28 日 第 4 回教養教育委員会企画専門委員会 18日 附属幼稚園第 1 学期終業式
自 己点検評価委員会委員長と各専門委員会主査 ・ 20 日 学部入学者選抜方法検討委員会
副主査の打合せ会 教育学研究科設置記念祝賀会実行委員会
当初予算配分方針説明会 附属小学校， 附属中学校及び間属養護学校第 l
第 3 回入学試験委員会 学期終業式
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1 3日 日 本海経済研究所運営委員会
















20 日 員率会主催 ビ ア ・ パ ー テ ィ
（於 ： 名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル）
22日 学部学生生活委員会
28日 学部動物実験委員会 （持ち 回 り ）
｜ 工 学 部 ｜





1 1 日 工学部案内編集委員会
工学部学生生活委員会





19日 3 年次編入学試験 （学力検査に よ る 選抜） 合格
発表
学部運営委員会
附 属 図 書 館 ！
？ 月 28日 第 1 回 「書香」 編集委員会
地域共同研究センター ｜
20日 地域共同研究セ ン タ ー交流振興会理事会及 び総
A = 
21 日 地球共同研究セ ン タ ー運営委員会
nv nι 





富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富山市住吉町 1 丁 目 5 - 18
電 話 （ 2 4 ) 1 7 5 5 刊
